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Suyagadanga第一 篇 第2章 の 研 究
和 訳
榎 本 正 明
は じ め に
Suyagadanga(Skt.Sutrakrtanga(1),以下Suy.)は,Jaina白衣派 が伝 承
す る四十五 の_.(聖 典)中,最 も重要 であ るとされるAflgaの第二 番 目
に位置す る二 篇全23章よ りな る経典で ある。第一 篇 は韻文(Sloka,Vaitaliya
等)で 書 かれ,全16章 か ら成 る。第二篇 は散文 で叙述 され,全7章 か ら成 っ
て いる。 また,第 二篇 は第一篇 よ り新 しい もの とされ,第 一篇 の補遺を集成
した もの と見 られてい る。(2)
周 知の如 く,Jaina聖典 には 新 古 の 二 層 が存 す る が,Suy.の第一篇 は
Ayarangaの第一篇,Uttarajjhaya,Dasaveyaliya,Isibhasiyaimと共 に,
最古 層 に属 す るものの一つ とされてい る。(3)
さて,SUy.の 内容 と説示 の 目的 は異教 の主張 の論駁,避 けるべき危 難や
誘 惑 につ いての警告,修 行者 の敬虔 な信仰生活 等を中心 と し,Jainaの若 い
修 行者達 の信仰を 固め,最 高の境地へ導 くことを 目的 と した ものであ る。異
教 の主張 の 中には,仏 教,唯 物論者,Vedanta派,Vaise§ika派等があ り,
古代 イ ン ドに於 け る宗 教,及 び諸学派 の状況 を知 るために も,こ のSuy.は
(1)Suy.のSanskrit名に 関 して は,拙 稿 「Suyagadangaの題 名 に つ いて 」 『印 仏 研 』33巻2
号(昭60。3,PP.541～542)参 照 。
(2)M.Winternitz『ジ ャイ ナ教 文 献 』 「戸野 義 昭 訳,(日 本 印度 学 会,1976)PP・22,25・P・347
註51)参 照 。
(3)W.Schubring:DieLehrederJainas,GrundrissIII,7,Berlin1935・§42参 照 ・
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非常 に重要な経典で あ ると言 え る。(4)
第一篇第2章 の内容 は,ま ず第1節 では,「悟 りと無常」 が主題で あるが,
その具体 的な内容 には 「生命 の無常」,「愛着 の放棄」,「迷妄 の除去」 な どが
述べ られ,ま た,苦 行 の道 へ入 った者 はそれ らに引 き寄せ られ る ことがな い
ように努力 すべ きで ある と述 べ られて いる。 第2節 は,「 慢心 と避 け るべ き
もの」 が主題 であ るが,慢 心 につ いて は,修 行者 は他 の入が輪廻で苦 しむ様
を見て,自 分 がそ こか ら逃 がれてい るという ことを誇 って はい けない とい う
ことが説か れ,「悪 しき行 為,所 有,冷 水,口 論」等 が避 け るべ き もの と し
て挙 げ られ てい る。 第3節 は,「無知 によ って積まれた(業 の)除去」 が主 題
であ るが,「愛 欲,無 常,殺 害,所 有」 等 に対す る無知 か ら,多 くの業 が積
まれ ることにな り,多 くの苦 しみ を経験 す ることになる と説 明 し,Jinaの教
えに従 って,そ れ ら悪 しき行為を捨て去 って,自 制 し,業 を滅 ぼす こ とを説
き,こ のよ うに修行 した者 は罪か ら逃 れて解 脱 に到 るのであ ると述べ られて
い る。
また,こ の第2章 の章題 はVeyaliyaであ るが,こ のVeyaliyaには2種
の意味 があ るとされ る。1つ は 「業 を破 壊す る(vaidarika)」とい う意味 で
あ り,も う1つ は 「韻律 名(5)(vaitaliya)」で ある。
さて,今 回 日本 訳 の為 に使 用 したTextは 以下 の如 くであ る。まず,底 本
と して,
AcarangasutraandSutrakytangasutram,"痂theNiryuktiofAcdryaノ
BhadrabahuSvamiandthecommentaryofSildnkdcarya,LalaSun一
(4)Winternitz前掲 書,pp.22～23,及 びLouisRenouetJeanFillozat『イ ン ド学 大 事 典 』
山 本 智 教 訳,(金 花 舎,1981)第3巻P.256§2390参 照 。
(5)veyaliya(vaitaliya)の韻 律 に つ い て は 次 の論 文 が 詳 し い。 阪 本 純 子 「PaliJatakaに於 け
るmatrachandhasの性 格 」 『仏 教 研 究 』 第7号,昭53,PP.43～64。
通 常,vaitaliyametreは以 下 の如 し。
a.c....6十 一 ロ ー 口 ×
b.d....8十 一 ロ ー 口 ×
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darlalJainAgamagranthamalavol.1,0riginaled.LateAcaryaSagar-
anandasurijiMaharaja,re-ed.withappendicesetc.byMuniJambuvi一ノ
jayaji,thediscipleofLateH.HolinessMunirajaSriBhuvanavijayaji
Maharaja,Delhi1978.
を 用 い た 。 こ の 他 に,参 考 資 料 と し て,以 下 の4つ のTextを 用 い た 。
Sayagadangasutta(part1),withBhadrabahu'sNiryuktiandCarniby
anonymouswriter,PrakritTextSocietySeriesNo.19,ed.MuniShri
Punyavijayaji,Ahmedabad1975.(以下P本)
SZCttagamevol.1,ed.Pupphabhikkhu,Gurgaon1953.(以下S本)
Anga-suttanivol.1,ed.MuniNathamal,DeIhi1975.(以下A本)
Suyagadamgasuttam,Jaina-Agama-SeriesNo.2(2),ed.MuniJambuvi-
jaya,Bombay1978.(以下J本)
底 本 と 以 上 の4つ のTextと の 間 に 重 要 なvariantがあ る 場 合,訳 註 に 示 す
こ と に し た 。 ま た,日 本 訳 の 為 の 参 考 資 料 と して,英 訳 で あ る
JainaSutras,TheSacredBooksoftheEast,vol.XLV,partII,Translated
fromPrakritbyHermannJacobi,Oxford1895,repr.Delhi1964.
と,独 訳 で あ る
WorteMahaviras,KritischeUbersetzungenausdemKanonderJaina
vonWaltherSchubring,Gottingen1926.
ノ
と を 用 い た 。 註 釈 と し て は,底 本 に 付 さ れ て い るSilankaのTika及 びP
本 に 付 さ れ て い るJinadasaのCurniを 用 い た 。 そ の 他,参 考 文 献 と して,
W.Schubring:Ayaranga-sutta,Text,AnalyseandGlossar,Leipzig
1910.(以下Schubringの 語 彙 表)
R.Pischel:ComparativeGrammerofthePrdkyitLanguages(English
Translation)Delhi1965.(以下Pis.)
W.B.Bollee:ThePadasoftheSuttanipata,withparallelsfromthe
Ayaranga,Suyagada,Uttarajjhdya,DaseveyaliyaandIsibhasiyaim,
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StudienzurIndologieundIranistik,Monographie7,Reinbek1980.(以
下Bollee)を 用 い た 。
§1.第1節
くの
1.sambujjhahakimnabujjhaha,sambohYkhalupeccadullaha/
nohuvanamamtiraio,nosulabhampunaravijiviyalp〃
正 し く悟 りな さ い!な ぜ あな た 達 は悟 らな い の か?完 全 な悟 りは,実 に,来 世 に於
て は得 難 い もので あ る。 日々 は(再 び)戻 って 来 な い。 また,再 び(人 間 と して の)生 命
を得 る こ と は易 くはな い 。
(1)(2)
2.daharavuddhayapasaha,gabbha'tthavicayamtimanava/
senejahavattayambare,evamau-khayammituttai〃
見 な さい!若 い人 や,老 い た人 や,胎 内 に あ る入 で さえ 死 ぬ。 あ たか も,鷹 が鶉 を連
れ去 るよ うに,そ の よ うに,寿 命(を 決 定 す る業)が 尽 きれ ば死 ぬ 。
くユヌ
3.mayahimpiyahimluppai,nosulahasugaiyapeccao/ゆ
eyaimbhayaimpehiya,arambhaviramejjasuvvae〃
(入は)母 や父(と の 肉 親 の愛 情)に よ って惑 わ され て,そ れ で来 世 に於 け る安穏 は得
難 い もの とな る。 これ らの危 難 を 見 て,極 めて 聖 な る行 為 〔苦 行〕 を なす 者 は,悪 しき行
為 を 慎 しむべ きで あ る。 ,
4.jaminamjagatipudhojags,kammehimluppamtipanino/
(1)...........(1)(2)(3)
sayamevakadehimgahai,notassamuccejja'putthayam〃
す なわ ち,世 間 に於 て は,世 の中 の生 き物 達 は各 々(自 らな した)業 に よ って 害 され る。
ま さに,自 らな した こ と によ って 没 落 す る。(報 い が)経 験 され て い な い(業 は)彼 か ら
離 れ な い だ ろ う。 ゆ
5.devagamdhavva-rakkhasa,asurabhumi-carasarisiva/
ゆロリロけ コの　ゆサくヨラ
raysnara-setthi-mahana,thanato'vicayamtidukkhiya//
神 々,ガ ンダ ル ヴ ァ,ラ ク シ ャ,ア シ ュ ラ,地 上 の 動 物,蛇 達,王 族,(普 通 の)人,
商 人,バ ラモ ン達 で あ って も,苦 しん で(自 らの)位 置 を捨 て る 〔死 ぬ〕。ロケ くふ くヨラ
6.kamehiyasamthavehigiddha,kamma-sahakalenajamtavo/くの
talejahabamdhana-ccue,evamau-khayammituttatiJJ
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愛欲や,親愛に貪欲な人は,時機が来れば行為の果報を受けることになる。あたかも,
ターラ樹の果実が茎から落ちるように,そのように,寿命(を決定する業)が 尽きれば死
ぬ。
...(1)(2)にト　
7.jeyavibahu-ssuesiya,dhammiyamahana-bhikkhuesiya/
(3)'(4)
abhinuma・kadehimmucchie,tivvamtekammehimkiccati〃
た とえ,多 くの(事 柄 を)学 ん だ 者 で あ って も,有 徳 なバ ラモ ンや,乞 食 の修 行 者 で あ
って も,虚 偽 の 心(な ど)に よ って な され た こ と に耽 るな らば,彼 らは業 に よ って厳 し く
切 り刻 まれ る。
にラ
8.ahapasavivegamutthie,avitinneihabhasaidhuvam/
nahisiaramkaoparam,vehasekammehimkiccati〃
さて,決 定 智 の為 に努 力 して い る者 は見 な さ い!(未 だ 輪廻 の海 を)渡 らず に,こ の世
に於 て 自信 あ りげ に説 教 す る者 が い る。 ど う して(そ の人 か ら)此 の世 と彼 の世 の こ とを
知 る こ とが で き よ うか。 そ の聞 に,業 に よ って 切 り刻 まれ る。
9.jaiviyaniganekisecare,jaiviyabhumjiyamasa-m-amtaso/
(1)......(1)(2)(3)......(3)
jeihamayaimijjai,agamtagabbhaya寧a卑taso〃
た とえ,裸 形 で,痩 せ 細 って修 行 した と して も,ま た た とえ,月 の 終 わ りに(だ け)食
事 を した と して も,此 の世 で欺 瞞 な どを 有 して い る者 は,無 限 に母 胎 へ戻 って 来 る。
10.purisoramapava-kammuna,paliyamtammanuyanajiviyam
saunaihakama-mucchiya,mohamjamtinaryasamvuda//
人 は悪 し き業 を慎 しめ!人 々の人 生 と は滅 び つつ あ る もの で あ る。 此 の世 に於 て(欲
望 に)沈 み,愛 欲 に耽 り,自 制 して い な い人 々 は迷 妄 に陥 い る。
11,jayayamviharahijogavam,anupanapamthaduruttara/くコ
anusasanamevapakkame,virehimsammamPaveiyalp〃
努 力 し て(心 を)集 中 して歩 き まわ れ!微 細 な 虫 が い る道 は越 え難 い(か ら)。 勇 者
達 に よ っ て正 し く示 され た 教 え に赴 くべ きで あ る。
にトのコ ロコロくユエ くの
12,virayavirasamutthiya,koha-kayariyai-pisana/
panenahanamtisavvaso,pavanviraya'bhinivvuda〃
英雄 達 は(悪 しき業 を)慎 しみ,奮 闘努 力 し,怒 りや 欺 瞞 を 砕 いて お り,決 して 生 き物
を殺 す こ とが な く,悪 し き もの 〔業 〕 を慎 しん だ 平 安な 者 で あ る。
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13.navitoahamevaluppae,luppamtiloamsipanino/.
(2)・9・ …(2)(3)・ ・。 鱒・(3)
evamsahiehimpasae,aniheseputtheahiyasae//
まず,私 だ けが苦 しん で い る ので は な い。 世 の 中 の生 き物 は(全 て)苦 しん で い る。完
成 した人 は この よ うに見 るべ きで あ る。 彼 は(苦 しみ を)経 験 して も,悩 む こ とな く,忍
耐 すべ きで あ る。
にレコ コくコ
14.dhuniyakuliyamvalevavam,kisaedehamanasanaiha/
avihimsamevapavvae,anudhammomuninapavedito//
あた か も,漆 食(を 塗 られ た)壁 を振 り動 か す と(漆 食 が落 ちて,壁 が)薄 くな るよ う
に,此 の 世 に於 て,身 体 は断 食 によ って 痩 せ細 る。(こ の よ う に生 き物 を)殺 さな い こと
に赴 くべ きで あ る。聖 者 に よ って(解 脱 に)向 か う教 え が示 され た。
15.saunajahapamsu-gumdiya,vihuniyadhamsayaisiyamrayam/
evamdaviovahanavam,kammamkhavaitavassi-mahane//
あ た か も,塵 に覆 われ た 鳥 が 附着 した 塵 を振 り払 って 四散 させ る よ う に,そ の よ う に 自
制 し懸 命 に修 行 し,苦 行 を な す聖 者 は業 を滅 ぼ す 。
くの
16.utthiyamanagara-m-esanam,samanamthana-thiamtavassinam/
daharavuddhayapatthae,avisussenayatamlabhejjano//
奮闘 し,出家者としての在り方を追求 し,(聖者の)段階に到り,苦行をなす修行者を,
若い入や老いた人達が(俗家に戻るよう)乞い求めるだろう。 しかし,たとえ(声 が)枯
れるほど(乞 い求めても)人々は彼を得ることはできない。
ゆ ゆ
17・jaikaluniyanikasiya,jairoyamtiyaputta-karana/
(3)_C4)... コくの
daviyambhikkhusamutthiyam,nolabbhamtinasamthavittae//
た とえ,あ わ れ な姿 を しよ う とも,ま た た とえ,子 供 を だ しに して歎 こ う と も,自 制 し,
奮 闘努 力 して い る乞 食 の修 行 者 を留 め る こと は得 られ な い。
(1)......(1) 一(2)......(2)
18.jaiviyakamehilaviya,jainejjahinabamdhiumgharam/
(8)(4) 一 一(5)......(5)
jaijiviyanavakamkhae,nolabbhamtinasamthavittaeJJ
た とえ,愛 欲 に よ って誘 惑 して も,ま た た とえ,彼 を縛 って家 に連 れ て来 て も,も し
(彼が 世 俗 的)生 活 を 望 ま な いな らば,彼 を 留 め る こと は得 られ な い 。
(1)......(D
19.sehamtiyanammamaino,mayapiyayasuyayabhariya/
(2)......(2)(3)......(3) くムト コくの
posahinapasaotumam,Togaparampijahasi'posano//
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(彼を)我がものとしたいと思う母や,父 や,子供達や,妻 が彼を諭す。あなたは我々
を見て,養 いなさい!(我 々を)養わない(よ うな)者 は来世を捨てることになる。
20.anneannehimmucchiya,mohamjamtinaryasamvuda/
visamamvisamehimgahiya,tepavehimp叫opagabbhiya//
人 々 は 他 の もの に受 着 して い る。 自制 して い な い人 々 は愚 痴 に赴 く。 罪 深 い こ とに よ っ
て,(彼 らは)罪 深 い と ころ に沈 む。 彼 らは悪 しき もの〔業 〕によ って,ま た,高 慢 とな る 。
(t)… …(1)
21.tamhadaviikkhapamdie,pavanvirate'bhinivvude/
(2)......(2)(3)
panaevirammahavihim,siddhi-pahamneauyamdhuvam//
そ れ ゆ え,自 制 し,悪 しき(業)を 慎 しみ,平 安 な る賢 人は見 な さい!敬 虔 な 勇者 は
不変 な る偉 大 な る道,安 穏 へ の 道,救 済 を導 く道 へ,
ロラ
22,veyaliya-maggamagao,mana-vayasakayenasamvudo/
くガ くヨエ
ciccavittamcanayao,arambhamcasusamvudecare〃
(すなわ ち,業 を)破 壊 す る道 へ入 り,身 ・口 ・意 を 制御 し,財 産 や,親 類 や,(殺 生等
の)行 為 を捨 て て,よ く自制 して修 行 す べ きで あ る。
§2.第2節
1.tayasamvajahaiserayam,itisamkhayamuninamajjai/
ゆ くかロ 　ロくオラくきラ
goya'nnatarenamahane,ahaseya-karianesiimkhini//
あ た か も,(蛇 が)自 らの皮 を(脱 ぎ)捨 て るよ うに,彼 は(業)塵 を(捨 て る)と 考 え
て も,聖 者 は誇 らな い。(真 の)バ ラモ ンは血 統 や 他 の こ と によ って も(誇 らな い)。ま た
他 人 を 中 傷 す る こ と は悪 しき結 果 を生 じる。
(1)(2)
2,joparibhavaiparamjanam,sa.msareparivattafmaham/
(3)(4)
aduimkhiniyaupaviyaitisamkhayamuninamajjai〃
他 人 を侮 辱 す る者 は,長 い 間,輪 廻 を流 転 す る。 また,中 傷 も悪 しき こ とで あ る と考 え
て,聖 者 は慢 心 を持 た な い。
3.jeyavianayagesiya,jeviyapesaga-pesaesiya/
(1)(2)
jemona-paya卑uvatthie,nolajjesamayalpsay盃yare〃
主人がいない(よ うな身分の高い)者であっても,召使いの召使い(の ような身分の低
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い)者であっても,聖者の地位に到った者は(自分の身分)を恥 じることなく,平等にい
つ も行動すべきである。
4.samaannayarammisamjame,samsuddhesamaneparivvae/
jeava-kahasamahie,daviekalamakasipamdie//
(この よ う に)平 等(に 行 動 す る人 は)何 らか の 自制 の も とに,清 浄 な 修行 者 と して遊
行 す べ きで あ る。死 ぬ まで 三 昧 を な して,賢 者 は 自制 しつつ 死 ん だ。
5.duraエnanupassiyam叫i,titamdhammamanagayamtaha/くつ
puttheparusehimmahane,avihannusamayammiriyai〃
(真の)バ ラモ ンた る聖 者 は,は るか 遠 くの もの 〔解 脱 〕や,同 様 に,過 去 や 未 来 の対 象
を見 て,ひ ど い こ とを経 験 し,打 た れ た と して も,教 え に従 って修 行 す る。
(1)(2)
6.panna-samattesayajae,samatadhammamudaharemuni/
(3)(4)
suhumeusaysalusae,nokujjhenomanimahane〃
完 全 な 知識 を持 った 聖 者 は,常 に,(煩 悩 な どを)征 服 す べ きで あ り,正 し く教 え を 説
くべ きで あ る。 しか も,(真 の)バ ラモ ンは些 細 な こ と も決 っ して怠 らず,怒 るこ と もな
く,慢 心 を持 つ べ きで もな い。
(i)… …(1)
7.bahu-jana-namanammisamvudo,savva'tthehimnareanissie/
(2)......(2)
haraevasayaanavile,dhammampadurakasik互savarp11
多 くの人 によ って従 われ て い る もの 〔教 え〕 に(従 って)自 制 し,す べ て の 世俗 的 な こ
と 〔束 縛 〕 よ り離 れ た人 は湖 の 如 く常 に清 浄 で,カ ー シ ュヤパ 〔Mahaviraの姓 〕 の教 え
を 明 示 した。
ロラ
8.behavepanepudhosiya,patteyamsamayamsamihiya/
jomona-padamuvatthite,viratimtatthaakasipamdie//
多 くの生 き物 達 は,そ れ ぞれ に住 して い るが,各 々 同様 に(苦 ・楽 を感 じて い る)の を
見 て,聖 者 と して の 地位 に到 った 者 であ る賢 者 は,そ の生 き物 に対 して(殺 害 な ど の行 為
を)慎 しんだ 。
9.dhammassayaparaemuni,arambhassayaamtaethie/
soyamtiyanammamaino,nolabbhamtiniyampariggaham//
ま た,聖 者 は教 え に充 分精 通 して お り,有 害 な 行 為 を止 めて い る。 しか し,我 執 を持 っ
て い る者 達 は 歎 き悲 しむ 。永 遠 な所 有 を得 られ ず に。
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10.iha-loga-duhavahamviu,paralogeyaduhamduhavaham/
viddhamsana-dhammamevatam,itivijjamko'garamavase//
此 の世 に於 て(所 有 な ど は)苦 を伴 な った もので あ る。来 世 に於 て は,さ らに大 きな苦
を伴 な っ た もので あ ると知 られ る。 それ が,ま さ に破 壊 す る性 質 を持 った もので あ ると知
って,誰 が(俗)家 に 留 ま るで あ ろ うか 。 ぷ
11.mahayampaligovajaniya,javiyavamdana-puyanaiham/
suhumesalleduruddhare,viumamtapayahijjasamthavamf/
大 い な る貪 欲 を知(っ て捨 て)る べ きで あ る。 また た とえ,此 の世 に於 け る賞 讃 や 尊 敬
で あ って も(知 って 捨 て るべ きで あ る)。 微 細 な矢 は抜 くこ とが難 しい と考 え て,知 者 は
讃 辞 を捨 て るべ きで あ る。
くの
12.egecare(ra)thanamtisane,sayaneege(ga)samahiesiya/
bhikkhuuvahana-virie,vai-gutteajjhatta-samvudo〃
(乞食 の 修行 者 は)ひ と りで 座 所 に於 て不 動 を修 行 し,ひ と りで 臥所 に於 て三 昧(を 修 行
して)あ るべ きで あ る。乞 食 の修 行 者 は苦 行 の力 を持 って,語 を 護 り,心 を 制御 して(あ
る べ きで あ る)。
にラ
13.nopihenayavapamgune,daramsunna-gharassasamjae/
くみ くヨエ
putthenaudaharevayam,nasamucchenosamtharetanam//
自 制 した苦 行 者 は,住 む 人 の な い家(に 留 ま った 時,そ の家)の 門 を 開 い て も,閉 じて
もい けな い。 問 わ れ て も(粗 い)言 葉 を語 って はい けな い。 ま た,(草 を)刈 って もい け
な い し,そ れ を(自 分 の臥 所 に)撒 散 ら して もい けな い 。
14.jattha'tthamieanaule,sama-visamaimmuni'hiyasae/
caragaaduvavibherava,aduvatatthasarisivasiya〃
聖 者 は 日没 後 に於 て も平静 で あ り,平 坦 や,平 坦で な い(臥 所 に)耐 え るべ きで あ る。
そ の 場所 には,蛟,或 い は,恐 しい動 物,或 い は,蛇 が い るか も しれ な い 。ゆ
15.tiriyamaniyayadivvaga,uvasaggativiha'hiyasiya/くわ
lomadiyamnaharise,sunnagara-gaomaha-m叫i〃
動 物 や,人 間 や,神 々か ら(生 じる)3種 の危 難 に耐 え るべ きで あ る。 偉 大 な聖 者 は住
む者 のな い家 に滞在 した 時,(恐 怖 によ って)髪 な ど を逆 立 て て はい けな い。ゆ
16.noadhikamkhejjajiviyam,'viyapuyai}a-patthaesiya/
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abbhatthamuvimtibherava,sunnagara-gayassabhikkhuno11
生 き永 らえ よ うと望 ん で は い けな い。 ま た,尊 敬 さえ も請 うべ きで な い。 住 む 者 の な い
家 に滞 在 した乞 食 の修 行 者 に と って,恐 しい も のが 繰 り返 し襲 って くる。
17.uvanfyatarassataino,bhayamanassavivikkamasanam/
samaiyamahutassajam,joappanabhaenadamsaeJ/
深 く正 しい 知 識 に精 通 し,他 の人 々の保 護 者 で あ り,(人 里)離 れ た住 ま い を選 び,ま
た,(危 難 に対 して も)恐 れ が現 われ な い彼 は,す べ て の罪 あ る行 為 を捨 て た 者 で あ る と
(人々 は)言 った。 ゆ
18.usinodaga-tatta-bhoino,dhamma-tthiyassamunissahimato/
samsaggiasahu-r-aihim,asamahiutahagayassa'vi〃
熱 湯 で 暖 め られ た 食 物(を 用 い),教 え を守 り,慎 しみ 深 く,そ の よ うに行 じる聖 者 で
あ って も,悪 しき者 な ど と の交 際 によ って,心 の散 慢 が 生 じ る。
くユラ
19.ahigarana-kadassabhikkhuno,vayamanassapasajjhadarunam/くの ゆ
attheparihayatibahu,ahigaranamnakarejjapamnie〃
乞 食 の修 行 者 が ロ論 を した り,荒 々 しい(言 葉)を 語 るな らば,(彼 の偉 大 な)行 為 は
大 い に失 な われ る。(そ れ ゆえ)賢 者 は 口論 を して は な らな い。
くの
20.siodaga-padidugumchino,apadinnassalavavasappino/
くヨトコココ　ロくむ くみ
samaiyamahutassajam,jogihi-matte'sanamnabhumjati//
冷 た い水 を嫌 悪 し,主 張 す る こ とがな く,僅 か な(業 で さえ)捨 て 去 り,家 長 の 鉢 に よ
って食 物 を食 べ る こ とのな い 彼 の人 は,そ の よ うな 罪 あ る行 為 を捨 て 去 って い る と言 わ れ
た 。
21,nayasamkhayamahujfviyam,tahaviyabala-janopagabbhai/
balepapehimrnijjati,itisamkhayamunfnamajjati//
ま た,人 生 は清 浄 な もの で は な い と言 わ れ る。 そ れ に もか か わ らず,愚 か な 人 は傲 慢 で
あ る。 愚 か な 人 は 多 くの悪 し き(業)に 充 ち て い る と考 えて,聖 者 は誇 る こ とが な い。
22,chamdenapale'imapaya,bahu-mayamohenapauda/
viyadena,palimtimahane,siunhamvayasa'hiyasae//
この人 々 は欲望 に よ って 進 ん で行 く。 多 くの欺 瞞 を 持 ち,迷 妄 によ って覆 わ れ て い る。
(真の)バ ラ モ ンは す ば ら しい 行為 に よ って 進む 。 語(な ど)に 関 して,寒 ・熱 に(泣 き
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言をいわず)耐えるべきである。
23.kujaeaparajiejaha,akkhehimkusalehimdivayam/
kadamevagahayanokalim,notiyamnoc'evadavaralp〃
あ た か も,(誰 に も)負 か され た こ とが な い賭 博 者 が,良 い サ イ コ ロに よ って賭 博 す る
時 に は,4だ けを 振 って,1や3や2は 決 っ して(振 ら)な い よ うに。
24.evamlogammitaina,Buiejedhammeanuttare/
tamginhahiyamtiuttama叩,karlamivasesa'vahayapalp4ie!1
そ の よ う に,保 護 者 〔Mahavfra〕に よ って説 かれ た(此 の)世 に於 け る最 上 ・最 高 の教
え に,(自 らの)為 と(思 って)従 い な さ い。 あ た か も,巧 み な賭 博 者 が 他 の(数)を 避
け て,4(の み を 出す)よ うに。
25.uttaramanuyanaahiya,gama-dhamma(mma)iimeanussuyam/
jamsiviratasamutthiya,kasavassaanudhamma-c盃ripo〃
私 が 聞 いた所 に よ る と人 間 に と って,五 官 の対 象 が 最 も強 い(束 縛)で あ ると言 わ れ る。
(しか し)カ ー シ ュ ヤパ)の 教 え に 従 って 修 行 す る者 達 はそ の(五 官 の 対 象)を 節 制 して,
奮 闘努 力 す る。
くの
26.jeeyacaramtiahiyam,naenammahayamahesina/
teutthiyatesamutthiya,annonnamsaramtidhammao〃
この偉 大 な聖 仙 で あ る高 貴 な ジ ュニ ャー タ 〔Mahavira〕に よ って説 かれ た(教 え)を 行
じ る者 達 は,奪 い 立 ち,奮 闘努 力 し,教 え に よ って 互 い に行 動 させ る。
27.mapehapurapanamae,abhikamkheuvahimdhunittae/
jedumanatehimi}onays,tojanamtisamahimahiyam//
目 の前 にあ る(人 を)従 わせ る もの 〔欲 望 の対 象〕に気 を取 られ て は い けな い。(業 や 煩
悩 な ど の)附 属 物 を振 り払 う こと を願 うべ きで あ る。 不 愉 快 に させ る もの 〔他 人か らの非
難 な ど〕 に屈服 しな い人 々は,三 昧 を 知 って い る と言 われ る。
28.nokahiehojjasamjae,pasanienayasampasarae/
くユトコ コリロラ
naccadhammamanuttaram,kaya-kirienayavimamae//
修 行 者 は長 時間 に亘 って話 しを して は い けな い。 ま た,む や み や た ら と質 問 を して もい
けな い 。(種 々 な噂 を)広 げ て もい け な い。 そ して,最 上 の 教え を知 って,な され るべ き
こ とを実 行 し,我 が もの とい う考 え も(持 って は)い け な い。
一37一
佛 教 大 學 大 學 院 研 究 紀 要 第14號
29.channamcapasamsanokare,nayaukkosapagasamahane/くコ
tesimsuvivega・m-ahie,papayajehimsujosiamdhuyalp〃
(真の)バ ラモ ン は虚 偽 や,貪 欲 や,慢 心 や,怒 りに赴 いて はい け ない 。 そ して,そ れ
らを正 し く捨 て るこ と に専 心 し,(業 を)振 り払 う こ とを よ く 実践 した者 は謙 虚 な人 々で
あ る。
30.anihesahiesusamvude,dhamma'tthiuvahana-virie/
viharejjasamahi-imdie,atta-hiamkhuduhenalabbhai〃
罪業 な く,完 成 し,よ く制 御 され,真 理 を求 め,苦 行 の 実践 に精 進 す る者 は感 官 を統 一
す べ きで あ る。 魂 の 安穏 は実 に得 難 い。
(1)(2)......(2)(3)
31.nahinunapuraanussutam,aduvatamtahanosamutthiyam/ゆ
muninasamaiahitam,naenamjaga-savva-damsina〃
正 しい 制御(な ど)に 関 して は,聖 者 で あ り,世 界 のす べ て を知 って い る ジ ュ ニ ャー タ
〔Mahavira〕が説 い た もの で あ るが,そ れ は確 か に,以 前 に学 ばれ た もの で は な く・ も し
くは,(同 様 に)以 前 に生 じた もので もな い。
32.evammattesmahamtaram,dhammaminamsahiyabahujana/
gurunochamdanuvattaga,virayatinnamah'ogham五hita卑〃
この よ うに,多 くの 完成 した人 々 は この教 え が 偉大 な ものだ と考 え,指 導 者 の 意志 に従
って,(諸 々の悪 しき業 を)捨 て て,大 い な る(輪 廻 の)暴 流 を渡 った と言 わ れ る。
§3.第3節
1.samvuda-kammassabhikkhuno,jamdukkhamputthamabohie/
tamsamjamao'vacijjai,maranamheccavayamtipamdiya〃
業 を 制御 した 乞食 の修 行 者 に と って は,(か つ て)無 知 によ って 経験 した苦 が 自制 に よ
って減 少 す る。(お よ そ)賢 者 達 は死 を捨 て て,行 脚 す る。
くつ
2,jevinnavanahi'josiya,samtinnehimsamamviyahiya
く　ラ
tamhauddhamtipasaha,adakkhukamairogavam/J
(女性 の)誘 惑 を 受 けつ けな い者 達 は(輪廻 の海 を)越 え た 入 々 と 同様 な もの と して 呼 ば
れ る。 そ れ ゆ え,す ぐれ て い ると見 な さい!そ して,彼 らは愛 欲 を 病 気 の如 く見 な した。
くのにラ
3.aggarpva阜iehi卑互hiya卑,dh五ra甲tir盃i!ひiyaiha即/
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(3)......(3)
evamparamamahavvaya,akkhayausarai-bhoyana〃
此 の 世 で,王 族 達 は商人 に よ って供 給 され た 最上 の もの を着 用 す る。 同 様 に,苦 行 者 の
(五)大 誓 と,夜 食(の 禁)は 最上 だ と語 られ て い る。
へ くユラ
4.jeihasayanuganara,ajjhovavannakamehimmucchiya/くみ
kivanenasamampagabbhiya,navijanamtisamahimahitam//
此 の世 で,快 楽 を望 む 人 々 は愛 欲 に耽 溺 し,耽 って い る。 み じめ な 者 と同 じで あ り,傲
慢 で あ る。彼 らは三 昧 を 知 らな い と言 われ た 。
5.vahenajahavavicchae,abalehoigavampacoie/
(1)......(1)
searntasoappa-thamae,naivahaiabalevisiyati//
雄 牛 は せ き立 て られ て,荷 車 によ って 傷 つ け られ た な らば,力 が 弱 くな る。(そ して),
完全 に 力 が な くな るまで 弱 くな ると,(荷 車 を)引 く こ とがで きず 倒 れ る。
(i)(2)
6.evamkam'esanamviu,ajjasuepayahejjasamthavam/
kam3kamenakamae,laddhevavialaddhakanhui((
こ の よ うに,欲 望 の追 求(の 結 末)を 知 る人 は今,或 い は,明 日,親 愛 を捨 て るべ きで
あ る。 ま た,欲 望 あ る者 は それ が ど こか で 得 られ よ う と,得 られ な くて も,諸 々の欲 望 を
熱 望 して は い けな い。
(1)(2)
7.mapacchaasadhutabhave,accehianusasaappagam/くみ
ahiyamcaasahusoyati,sethanatiparidevatibahumJJ
未 来 に悪 しき状 態 が あ って は い けな い。(執 着 を)越 え よ!自 らを鍛 え よ!悪 しき者
は(悪 し き業 の 報 い を受 けて)一 層 泣 く。 彼 は大 い に喚 き,歎 く。
ゆロリ コくの ゆ
8.ihaj3viyamevapasaha,tarunevasa-sayassatuttati/
ittara-vaseyabujjhaha,giddha-narykamesu皿ucchiya〃
此 の 世 に於 け る生 存 を 見 よ!生 ま れ たば か りの者 で あ って も,百 年(も 経 過 すれ ば)
死 ぬ。 短 い生 存 で あ る とい う こと に 目覚 め よ!(そ れ に もか か わ らず)貪 欲 な人 々 は愛 欲
に耽 って い る。
9.jeihaarambha-nissiya,ata-damda(da)egamta-lusaga/
くの ゆ
gamtatepava-logayam,cira-rayamasuriyamdisam〃
此 の 世 に於 て(殺 生 な どの)行 為 に従 事 す る者 は 自 らも傷 つ け,常 に殺 生 を す る。彼 ら
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は悪 しき世界,す なわち,アシュラの領域に長い間赴 く。
10.nayasainkhayamahujivitam,tahaviyabala-janopagabbhai/くユヤ
paccuppannenakariyam,kodatthumParaloyamagate〃
ま た,人 生 は清 浄 な もの で は な い と言 わ れ る。 そ れ に もか か わ らず,愚 か な人 は傲 慢 で
あ る。現 世 の もの に 関 して(の み)な され るべ きで あ る。 誰 が 来 世 を見 て,戻 って来 た だ
ろ うか。
くつ くヨレロ ココゆ
11,adakkhuvadakkhu-vahiyam,(tam)saddahasuadakkhu-damsana/くきラ
hamdihusuniruddha-damsane,mohanijjenakadenakammuna//
愚 か 者 の よ うな,あ き盲 な汝 は知 者 の語 った こと を信 じな さい。 あ あ実 に,(汝 は)な
され た 愚痴 の業 によ って眼 力 が 極 め て妨 げ られ て い る。
12.dukkhirnohepunopuno,nivvimdejjasiloga-puyanam/
くりリコ ロベめ
evamsahite'hipasae,aya-tulampanehimsamjae//
迷 妄 の もと に,何 度 も何 度 も人 は苦 しむ 。(それ ゆ え)称 讃 や 供養 を厭 うべ きで あ る。
こ のよ うに,完 成 し,自 制 した 入 は生 き物 に対 して,自 らと 同 じで あ る と見 るべ きで あ る。
の
13.garampiaavasepare,anupuvvampanehimsamjae/ゆ
samatasavvatthasuvvate,devanamgacchesalogayam//
ま た,人 は(俗)家 に住 して い て も,段 々 と生 き物 に対 して 自制 し,何 に関 して も正 し
く,良 き誓 戒 を持 つ(な らば),神 々 と 同 じ世界 に行 くだ ろ う。
ロエ
14.soccabhagavanusasanam,saccetatthakarejj'uvakkamam/くか
savvatthaviniya-macchare,umchambhikkhuvisuddhamahare//
尊 い 人 〔Mahavira〕の教 え を 聞 き,そ の 真理 に 関 して 努 力す べ きで あ る。あ らゆ る こと
に 関 して 物惜 しみ を 除 き,乞 食 の修 行 者 は清 浄 な 施食 を食 す べ きで あ る。
15.savvamnaccaahitthae,dhamma'tthiuvahana-virie/
guttejuttesadajae,aya-pareparam含yata・讐hite〃
す べ て を知 り,克 服 す べ きで あ る。(そ して)真 理 を求 め,苦 行 の 実践 に精 進 し,防 御
し,(苦 行 な ど の修 行 に)集 中 し,常 に 自制 し,ア ー トマ ン に専 心 し,最 高 の もの 〔解 脱〕
に長 く住 す(べ きで あ る)。
ロトコ コロコくゆ
16.vittampasavoyanaio,tambalesaranamtimannai/
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etemamatesuviaham,notanamsaranamnavijjaf//
財 産 や,家 畜 や,親 類(な ど を)愚 か な人 は依 り所 と考 え る。(し か し)こ れ らは私 に
と って,ま た,私 は これ らに と って,助 け に も,依 り所 に もな らな い。
ロレリ コひロコ
17.abbhagamitammivaduhe,ahavaukkamitebhavamtie/
egassagatiyaagati,vidumamtasaranamnamannai〃
苦 が 押 し寄 せ て来 た り,生 命 の終 わ りが近 づ けば,1人 で 行 き 〔死 に〕,戻 って来 る 〔再
生 す るコ と考 え て,知 者 は依 り所(が あ るな ど とは)考 え な い。
18.savvesaya-kamma-kappiya,aviyattenaduhenapanino/ロラ
himdamtibhayaulasadha,jai-jara-maranehi'bhidduta//
す べ て は 自 らの業 のな せ るわ ざで あ る。(悪 しき)人 々 はわ けの わ か らな い 苦 しみ によ
って 恐 れ に満 ち,生 ・老 ・死 に苛 ま れ,さ す ら う。
19.inamevakhanamviyaniya,nosulabhambohimcaahitam/くの
evamsahie'hipasae,ahajineinamevasesaga//
この(時)こ そが(修 行 の)時 機 だ と知 るべ きで あ る。 悟 りは得 易 くはな い と言 わ れ る。
この よ う に,完 成 した 人 は見 るべ きで あ る。 ジナ も他 の(祖 師)達 も この こと を語 った。
くつ
20.abhavimsupuravibhikkhuvo,aesavibhavamtisuvvata/
eyaimgunaimahute,kasavassaanudhamma-carino//
乞食 の修 行 者 達 よ,教 え,す な わ ち,良 き誓 戒 は過 去 に もあ った し,(現在 も)あ る。 カ
ー シ ュヤ パ の教 え に従 って修 行 す る人 々 は これ らの徳 を語 った。
21,tivihenavipangmahane,aya-hiteaniyanasamvude/
evamsiddhaanamtaso,sampaijeaanagayavare//
3種 の もの に よ って生 き物 を殺 す なか れ。 魂 の 安 穏 を(求 め),果 報 を求 めず 制御 すべ
きで あ る。 こ のよ うに して,無 数(の 入 々)が シ ッダ(に 到 った)。他 の人 も今,或 い は,
未 来 に(シ ッダ に到 るだ ろ う)。
22.evamseudahuanuttara-nanianuttara-damsianuttara-nana-damsana-dhare/
arahanayaputtebhagavamvesalieviyahie/1ttibemi/
最 高 の 知 識 と,最 高 の 信 仰 と,最 高 の 智 見 を 有 し て い る,ヴ ァ イ シ ャ ー リー 出 身 と 語 ら
れ る,ア ル ハ ッ トで あ る ジ ュ ニ ャ 一ー ト リ ・プ トラ 〔Mahavira〕尊 者 が こ の よ う に 語 っ た
と,私 は 言 う。
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訳 註
ｧ1.
1.(1)P本kinnu;このverseは,特 に問 題 とな る個 所 は存 在 しな い が,P本 め 異 読 は
「何 故悟 る のか?」 とい う肯 定 疑 問 とな って い る。 た だ,・.・.cのraio(ratri)は
raYo(女性 ・複 数 ・主 格)が 正 しい形 で あ るが,韻 律 上 この よ うな形 にな って い る。
2.(1)S本,A本,底 本buddha,(2)P本ya;まずpadaaのvuddha(vrddha)は
底 本及 びS本,A本 で はbuddhaと な って い た が,文 脈上buddhaは 不 適 当 で あ り,
P本,J本 に した が ってvuddhaと 訂 正 した 。 ま た,....bのvi(api)がP本 で
はya(ca)と な って い るが,文 脈 上 は どち らで も問題 は な い。padadのtuttaiは
tuttai(ati一ゾ照orγtr貳 三 人 称 ・単 数)が 正 しい形 で あ る。 ま た,こ の語 に関 して
は1.2.r.6で説 明 す る。-iの 部分 は,韻 律 上,長 ・短 どち らで も良 い個 所 で あ るが,
padabが長 音 で終 って い るた め,そ れ に 合 わ したの で あ ろ う。 また,本 偈 と第6偈
と は,UdanavargaI.9-10と相応 偈 で あ る と考 え られ る。 詳 細 は,1.2.1.6で説 明
す る。
3。(1)J本vi,(2)P本,J本,A本dehiya;..・.bのpeccaoは,pra-　iの 連 続
体 の形pecca(pretya)に,従格 相 当語 尾 で あ る 一tasが付 加 され てpeccaoとな り,
韻 律 よ りpeccaoとな った もの と思 われ るが,連 続 体 に接 尾 辞 が付 加 され る とい うこ
と は,通 例 あ り得 な い ことで あ り,問 題 が残 る。 ・...cのpehiya(praイ蔀 連 続
体)は,P本,J本,A本 で はdehiya(ゾdr6連続 体)と な って い るが,意 味上 か
らも,韻 律 上 か ら も,ど ち らで も問 題 は な い。
4.(1)P本kade'bhigahae,(2)P本tenam,J本tassa,(3)P本,J本,A本'putt-
havam;padaaのjagatiはjagati(jagat単数 ・依格)が 正 しい形 で あ るが,韻 律
上 一tiと長音 にな って い る。 次 に,....cのkadehimgahaiは,P本 で はkade
'bhigahae(なした こ とが そ の人 の 中 に入
って くる)と な つて お り,意 味 が 異 な って い
る。 さ らに,padadのtassaが,P本 で はtenam(具格)と な って お り,ま たJ本
で はtassa(従格)と な って い る。 ま た同padaの'putthayam(asprstaka)が,P
本,J本,A本 で はaputthavam(asprstavat)とな って い る。P本 で は,tenamが
karmanaを意 味 し,「経験 され な い(業 を)持 って い る者 は,そ の(業)か ら解 放 さ
れ な い。」 と解 釈 で き る。J本 でtassaとな って い るの は,-aの 部分 が,韻 律 上 長音
が 求 め られ る場所 で あ るか らで あ り,本 訳 は これ に従 った 。
5.(i)P本bhumigata,(2)J本tevithanaim;padabのbhumicaraがP本で は
bhumigataとな って お り,「地 の 中の 生 き物 」 と い う意 味 にな る。padadのthanes
te'viがJ本で はtevithanaimとな つて い るが,何 故 この よ うに な っ たの か に つ い
て は わか らな い が,底 本 のthanaに対 す る註 釈(Tika)では,sthanani(=thanaim)
と釈 して い るこ とか ら,thanaを中性 ・複 数 ・目的 格 の形 とす る考 え方 が 存 した こ と
が うかが え る。 この説 は,こ のpadaの 動 詞cayamti(tyaj)があ る こ とか らも
支 持 され る。
6.(1)底本na,(2)P本,A本ya,J本yagiddha,(3)P本kammasahe,(4)P本
aukhaevi;まず,padaaのyaは,底 本 で はnaと な って い る。 しか し文 脈上,
一42一
Suyagadanga第一 篇第2章 の 研究
否 定 辞naで は前 後 の意 味 が 通 らな い。 他 の4textは,す べ てyaと な って い る の
で,こ れ を 採 用 した。 次 に,同..・.のgiddha(ゾ9rdh過去 分詞)の 部 分 が ・P本 ・
A本 でya,J本 で はyagiddhaとな つて い る。 韻律 よ り考 え る と・底 本 の....a
は母 音 数 が1つ 多 い。 そ こでgiddhaをyaに す る と,韻 律 上 は本 来 の形 にな る。 ま
たgiddha(貪欲 な)と い う語 がな くて も,前 後 の 文脈 が通 じな くも な い・ 次 に..・.
bのkammasahaは,P本 で はkammasaheとな って い る。 この形 は,単 数 ・主 格
を 意 図 した もの と考 え られ るが,同..・.にjamtavo(lantu複数 ・主 格)が あ り,
これ とは矛 盾 す る。pacadのtuttatiは,両註釈,Pis.§292ではtrutと 解 釈 す
る が,Schubringの語 彙表P.102ではati一ゾ而 「 と考 え られ て い る。 しか し意 味 的 に
は,両 者 と も大 差 は な い。 次 に同 ・...のaukhya・nmiが,P本で はaukhaeviと
な っ て い る。khaeもkhaya(k§aya)の依 格 の1つ の形 で あ り,viが 加 え られ て い
る の は韻 律 上 か らの配 慮 と思 われ る。 さて先 の1.2.1.2・と本 偈 とは ・Udanavarga
I.9-10に共 通 一部分 が 存 す る。ム
garbhaekevinasyantetathaikesutikakule/
P。,i,rpta,t・・haby・k・t・th翕k・p・idha・i・ah//(U・・1・9)
yecavrddhdyecadahrayecamadhyamapurusahJ
anupurvampravrajantiメ)halanapakvamvabandlzandt〃(Uv・1・10)
あ る者 達 は母 の 胎 内 で死 に,ま た,あ る者達 は産 婦 の 家 で死 に,ま た,あ る者達 は
這 い廻 って い る時 に死 に,ま た,あ る者 達 は走 り廻 って い る時 に死 ぬ 。
老 い た者 達 も,若 い者 達 も,中 年 の者 達 も,順 々 に去 って行 く。 熟 した果 実 が 茎 か
ら落 ち るよ うに。
このsuy.とUdanavargaの関係 を 以下 に考 察 して み よ う。 まずS町 ・のverse2の
padadとverse6のpadadと は互 い に共 通 す る。 した が って ・ この....dは ・
本 来 どち らか のverseに あ っ た も の が 他 方 に移 っ たの か,あ る い は一体 で あ った
verseが離 れ た た め,両 方 に同 じpadaが 残 され た か,そ の 間 の事 情 は定 か で な い に
せ よ,verse2と6は 密 接 な 関係 を 持 ち,本 来,一 体 か,あ るい は 引 き続 き のverse
で あ っ た可能 性 が強 い。verse2と6を並 べ て み る と,UdanavargaI・9-10がS町・
のverse2のpadaa,bと,verse6の ・...cに極 めて 類 似 した関 係 に あ る こ と
に気 付 く。 特 に,イ タ リ ック部 は両 者 が一 致 す る個 所 で あ る。 このLTdanavargaI
は 「無 常 」 を説 く部 分 で あ るが,Suy.1.2.1もま た,「 無 常」 を 説 き,そ れ か らの
離 脱 を説 く部分 で あ る。 この よ うに,両 者 は共 に類 似 した部 分 を持 ち,そ の 中 で,こ
の よ うな 類 似verseを持 って い る とい うこ とは,Suy.とUdanavargaの両 者 に,何
らか の共 通 源泉 が あ った こと が考 え られ る。
7.(1)P本bhavebahussuta,(2)P本suyi,(3)P本一karehi・n,(4)P本kiccanti;ま
ずpadaaのbahussuesiyaは,P本 で はbhavebahussutaとな って い るが・ こ
れ は 単数 が 複 数 に な って い る こと以 外,意 味 的 に は 問題 が な い 。 次 に,・...bの
siya(侮 願望 法)がP本 で はsuyi(SUCI清らか な)と な って い る 。suciで意 味 を
考 え る と 「清 浄 な者 」 と い う項 目 が1つ 加 わ る こ と にな る 。 第3に ・padacの
一kadehimがP本で はkarehi・nとな って い る。 つ ま り 「な され た」 と い う意 味 が
「な す」 と変 わ る こ とに な るが,文 脈 的 に は大 差 はな い。 第4に,padadのkiccati
が,P本 で はkiccantiとな って い る。 この....に はte(tad)とい う複数 の代 名
詞 が あ り,動 詞 も複数 が要 求 され るべ きで あ る。 底 本 に 対 す るTikaに は,krtyante
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と あ り,こ の個 所 を複 数 と考 え て い る よ うで あ る。 しか しこの 個 所 は,韻 律 上kiccati
で な け れ ばな らず,そ の た めkiccantiとい う複 数 をkiccat3とい う形 で 現 わ した の
で はな い か と思 われ る。
8.(1)P本,A本dhutam;padabのdhuvam(dhruva)がP本,A本 で はdhutam
(ゾdho過去 分 詞orゾdhr過 去分 詞)と な って い る。 こ の内,γrヨ蕪 で は 「(業が)
振 り払 わ れ て い る」 と い う意味 で あ り,ゾdhぎ で は底 本 と さ して意 味 は変 らな い 。 ま
た,Curni,T3kaの両 註 釈 は,padaaのvivegamutthieとP記abのavitinne以
下 を同 格 と考 え て,「決 定 智 の た め に努 力 し,…(中 略)…説 教 す る者 を 見 よ。Jと解 釈
して い る。 これ はIaのpasaがpasの 二 人称 ・命 令 形 で あ る こ とか ら,こ
の よ うに考 え た の で あ ろ う。 しか し,....aに 二 人称 代 名 詞 が省 略 され て い る とす
れ ば,vivegamutthieがそ の代 名 詞 に か か る もの と考 え る こと も で き る。 ま た,
vivegamutthieをavitinne以下 と同格 と す る こ とに は無 理 が あ る よ うに思 われ る 。
そ こで,こ こで は註 釈 に従 が わ ず,vivegamutthieがpasaの主格 に相 当 す る もの
と考 え て 訳 した 。
9・(1)P本jaiVIya,(2)S本mayahi,(3)P,,A本gabbhad'anamtaso,J本
gabbhaya'namtaso,S本gabbhayanamtaso,底本gavbhayanamtaso;まず,
....bのbhumjiyaにつ い て,こ の形 は通 常 ゾbhujの連 続体 を示 す もの で あ る が,
そ うな る と,こ の ・.・.には主 動 詞 がな くな る 。Curni,Tikaの両 註 釈 に はbhunkte
(三人称 ・単数)で あ ると して い るが,bhumjiyaが三人 称 ・単数 で あ る と考 え る こ と
は不 可 能 で あ る。 と こ ろで,・.・.aとbと は,両 方 と もjaiviya(yadiapica)
で始 ま る同一 構 文 で あ る。 そ して,....aの 主 動 詞careは,願 望 法 ・三 人 称 ・単
数 の 形 で あ る。 したが って....bで も願 望 法 が来 る方 が 自然 で あ る。bhumjiyaが
願 望 法 とな る可 能 性 は あ る のだ ろ うか 。Pis.§464には,ゾ 陥五 の 願 望法 と してhaniya
(hanyat)とい う語 形 が示 され て い る。一 方,Pis.§459には,ゾ 硫 可 の 願望 法 と して
bhunjejjaとい う形 が 示 さ れ て い る が,こ の 形 はSkt.のbhunjyatが想 定 語 形
bhunjiyatを介 して形 成 され た語形 で あ る とされ て い る。 と こ ろ が,bhunjiyatがそ
の ままPrakrit化され れ ば,bhuiijiyaとな る はず で あ る。 と ころ が,bhumjiyaの
語 尾 の 一aは,韻 律 上 で は短 音 が要 求 され て い る場所 で あ る。 したが って,こ こ は本
来bhumjiyaとい う先 述 の願 望 法 の形 が,韻 律 上bhumjiyaとな った と考 え られ る。
このbhumjiyaとい う願 望 法の 形 の用 例 は,Pis.等の文 法書 に も,ま た他 のJaina古
層 経典 に も,現 在 の と ころ見 い 出 し得 な いが,少 な くと も この個 所 は 願望 法 と考 え る
べ きで あ ろ う。 次 に同..・.のmasa-m-amtasoの一m一はCurniに よ る とsandhi-
consonantであ る と され る。 第3に,..・.cは,Tikaにmayadinamiyate,Curni
にyadi…mayadir…m3yateとあ るの に 従 って 訳 す 。 第4に,・...dのgabbhaya
(garbha与格)が 底 本 で はgavbhayaとな って いた が,他 の4本 と もgabbha一で あ
る こ とに よ り訂 正 した 。 ま た,次 のnamtasoとい う語 は存 せ ず,P本,J本,A本
な どに従 って,'na・ntasoと解 釈 し,語 頭 のa一 が 韻 律上 か ら欠 如 して い る もの と考
え た。 ま た,こ のverseの内容 は次 のDhammapada141(PTS)に近 い も の で あ
る。
nanaggacariyanajatanapanka,nanasakathandilasayikava/
rajocajallamukkutikappadhanam,sodhentimaccamavitinnakarikham/J
(Dhp.141)
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裸行の行も,髻を結うのも,身体が泥にまみれるのも,断食も,露地に横臥するの
も,塵や泥を身体に塗るのも,屈んで動かないのも,疑惑を遠離 していない人を浄
めることはできない。
11.(1)P本parakkame;padacのpakkame(pra4kram願望 法)が,P本 で は
parakkame(para一ゾkram願望 法)と な って お り,「奮闘 すべ きで あ る」 とい う意味
に な る。
12.(1)P本vitaviratahupavaka,(2)P本kodha,J本,A本koha;まず,padaa
がP本 で は,viraviratahupavakar英雄 達 は悪 し きもの 〔業 〕 を 慎 しん で 」 とな っ
て い る。 次 に,padabのkohaは,P本,J本,A本 い ずれ も語 尾 の 一aが長音 と
な って い る。 と ころ で,底 本 のpadabは1matra不 足 して い る。 そ のた めkoha
の 語 尾 一aが長 音 と され たの で あ ろ う。 またkayariya(katarika)は,両註 釈 でmaya
とな って いる ことか ら こ う訳 した 。
13.(1>P本lupPadhe,(2>P本,J本sahie'dhipasae,A本sahie'hipasae,S本sa-
hiehipasae,(3)P本,J本puttho'hiyasae,A本putthe'hiyasae;まず,pada
aのluppaeに つ いて,こ の 形 は 通常 ゾlupの受動 形 ・三 人称 ・単 数 を 示 す もので
あ る が,そ うす る とahamの 人 称 と一 致 しな い 。Tikaで は,1upye(ゾ1面受動 形
・一 人 称 ・単数)と 解 釈 して い る。P本 の1upPadheの形 は不 明で あ る が,Curniで
はlupyami(ゾ1up一人 称 ・単数)と 解 釈 して い る。 また..・.bに はluppamti
(受動 形 ・三 人称 ・複 数)と あ る ことか ら,luppaeが受 動 形 で あ る こ とは 確 か で あ り,
文 脈 ・註 釈 か ら判 断 して 一 人称 で あ る と い う こ と もか な り確 実 で あ る。 次 に....c
のsahiehimpasaeにつ い て,ま ずsahiehimは,P本,J本,A本 いず れ もsahie
'hi-('dhi-)とい うよ うに分 けて い る。 底 本 に対 す るTikaで も,sahiehimを複 数 ・
具 格 とせ ず,単 数 ・主 格 と して い る。 ま た,韻 律上 か らも1matra多 くな って い る。
これ らを 総 合 す る と,sahieとhimを分 け,himの 一mを 取 る こ とに よ って,sahie
'hipasaeとい う形 に す る方 が適 当で あ る と思 われ る
。 またsahieは,Curni,Tika
いず れ もsvahitaと解 して い るが,Schubringの語 彙 表P.106の 解 釈 を 用 い て,
sadhita(ゾsadh過去分 詞)と 考 え る こ とに した。 次 にpasaeは,両 註 釈 と も願 望
法 ・単 数 の形 で あ る と解 釈 してお り,文 脈 上 か ら もそ の説 が 適 当 で あ る と思 わ れ る。
第3に,・...dのputtheahiyasaeは,P本,J本,A本 い ず れ もputtho(e)
'hiyasaeとして い る。 韻 律上 か らも1matra多 くな って い るの で,こ こはputthe
'hiyasaeとす るべ きで あ ろ う
。 また このahiyasaeも先 述 のpasae同様,願 望 法 と
す る のが 適 当 で あ る。
14.(1)P本,J本,A本anasanadihim,S本anasanaihim;....aのkisae及び
padacのpavvaeは,先 述 の如 く願 望法 と考 え る。 次 にpadabのanasanaiha
に つ いて,ま ずanasanaはanasana(anasanat)が韻 律 よ りana一とな った もの と
思 わ れ る。 次 に,こ の部 分 は他 の4本 に お い て は,anasanadihim(-aihi・n)とな っ
て お り,「断食 な ど によ って 」 と意 味 され て い る もの で あ る。 しか し底 本 も,語 尾 が
一naとい う従 格 の形 にな って お り,意 味 的 に も大 差 は ない 。 また次 偈 との 関連 に おい
て は,苦 行(断 食)が 壁 の漆 喰を 振 り払 う作 用 に 喩 え られ て い るこ と に もな る 。
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15.このverseに共 通 す る とされ て い る もの にSamyutta-Nikaya9.1(prs)があ る。
sakunoyathapamsukundito,vidhunampatayatisitamrajam/
evambhikkhupadhanavasatima,vidhunampatayatisitamrajam//(SN.9.1)
あ たか も,塵 に覆 わ れ た 鳥 が,附 着 した 塵 を振 り払 って落 とす よ うに,そ の よ うに
比 丘 は 正念 を も って 努 力 し,附 着 した 塵 を振 り払 って落 とす(べ き で あ る)。
R.Morris;`NoteandQueries',JournalofthePdliTextSociety,1891-3pp.
.;.・参 照 。両 者 のpadaa,bはdhamsaya3がpatayatiと変 って い る違 いを 除 け
ば,ま った く同一 で あ る。 試 み に,漢 訳 を 参 照 す る と,『別 訳雑 阿含 経 』 巻 十六 で
は,
如 鳥 爲 塵盆 奮 翩 振 塵穢
比 丘 亦 如是 禅 思 去 塵 勞
と説 かれ る。 この よ う に漢 訳 に お いて も,padaa,bが 一 致 す る。 このpadaa,b
がPali,漢訳 両 伝 に見 られ る こ と よ り,少 な くと もPali独自の伝 承 で な い こ とが う
か が え る 。次 に,padac,dは両 者 に多少 の相 違 が存 す る。 しか し,..・.cのuva-
hanavam(upadhanavat)とpadhanava(pradhanavat)とは 同語 根 の動 詞 で あ り,
単語 自体 も近 い 内容 を 示 して い る。 た だpadadで は,ま った く違 った 内容 が 伝 え
られ て い る こ とに気 づ く。 これ は何 故 だ ろ うか。padaa,bは 比 喩 句 で あ り,通 常
・...c,dはpadaa,bと同 じ主 動 詞が 用 い られ るが,Suy・で はkhavai(ゾ厨)と
い う異 な つた動 詞 を 用 い て い る。 そ こで,・.・.dは,Jainaが 意 図 的 に 改変 した と
考 え た い。 す る と,仏 教 は 原伝 承 を 忠 実 に残 した が,Jainaは,そ れ を 変 え る必 要 性
が あ っ た と い う こ とにな る。 その原 因 と して 考 え られ るの は,次 の理 由 だ け で あ る。
す な わ ち,「 塵 」 はUpanisad時代 か ら業 の 比 喩 的表 現 で あ り,当 然,業 を意 味 す る
言 葉 で あ る。 その た め,修 行 して 塵 を振 り払 うと言 え ば,そ れ は業 を振 り払 う と言 う
の と同 じ意 味 にな る。 それ を あえ てkarmanとい う語 を入 れ,そ して,そ れ を 滅 す る
(ゾksi)とす る こと は,「 業 を滅 す るJこ と と,「 塵 を振 り払 う」 こと との 同 一性 を 強
調 せ ん が た め に他 な らな い 。 こ こ にJainaの意 図 が あ っ たの で は な か ろ うか 。 これ に
関 して は,拙 稿rJainaのtapasに関 す る 一 考 察 」r印仏 研 』32巻2号(昭59.3,
pp.142～143)参照 。 また仏 教 側 に と って も,こ の用 例 は業 を 物質 的 に捉 え て い る個
所 で あ り,仏 教 の 初期 時 代 に は,業 を物 質 的 な もの と して 捉 え る思 想 が存 在 した と い
う こと も充 分 に考 え得 る。
16.(1)P本tavassiyam,(2)P本,A本1abhejano,J本labhejana;まず,padaa
に対 す るTikaで は,utthiyamをut4sthaの連続 体 と し,esanamを 「乞食 に」
と解 釈 して,「 出家 し,乞 食 に奮 闘 して」 と 註 し て い る。 しか し この偈 の 主語 は,
padacのdahara及びvuddhaで あ るか ら,utthiyamを連 続体 とす る こ とは で き
な い 。 そ こで,こ こで はCurniの 解 釈 に従 いutthiyamをut4sthaの過 去 分 詞 と
し,esanamを 「追 求 す る」 と い う意 味 に と り,anagara-m-esanamをBahuvrihi
compoundと考 え,-m・をsandhi・consonantと解 し た 。 次 にpadabのta▽assi-
nam〔Skt.tapasvinam(tapasvin複数 ・目的格))が,P本 で はtavassiyamとな っ
て い る。P本 に対 す るCurniでは,何 も註 さ れ て な い が,tapasvikaか,あるい は
tapah-srita(苦行 に依 拠 した)の こ とで は な い か と考 え られ るが,ど ち らで も底 本 と
意 味 の 大差 はな い。 第3に ・.・.cのdaharavuddhaは「若 い女(妻),老 い た女
(母)」と考 え る こと もで き るが,こ こで は両 註 釈 に従 って 「若 い人達(子 供),老 い た
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人 達(父 母)」 と訳 した 。 またpatthae(pra4葡)は 願 望 法 の 形 で あ る が,Schu-
bringの語 彙 表P.66で は単 数 で考 え られ て い る。 こ こで は両 註 釈 に従 って ・複 数 と
考 え た。 第4に,P記adのlabhejjanoに つ いて,こ のnoはTikaに も註 釈 さ
れ て お らず,意 味 不 明 で ある 。 しか しP本,J本,A本 にlabhejano(a)とあ る こ
とか ら,こ れ らのTextの 方 を 採 用 した。
17.(1)P本sekare,(2)J本rova・nti,(3)P本,J本,A本,S本bhikkhu・n,(4)P
本,A本namsannavettae;まず....aのkasiya(ゾ耳 願 望 法)が,P本 で は
sekare(彼に なす)と な って い る。 次 に,....bのroyamti(ゾrud)が,J本で
はrovamti(価 叫 ぶ)と な って い る。第3にbhikkhuに つ いて,こ れ に かか る前
後 の 形 容 詞 が 目的 格 とな って お り,..・.dのsamthavittaeの目 的語 に 当 た る ため ・
目的 格 と考 え るべ きだ ろ う。 事 実,他 の4本 は すべ てbhikkhumとな って い る。 こ
れ は韻 律 上 の配 慮 と 思 わ れ る。 第4に,..・.dのnasamthavittaeにつ い て・
samthavittaeはsam一ゾsthaの使 役 活 用 ・不定 詞 の形 で あ るた め,そ の 前 に否 定 辞
naが 来 る必 要 は な い 。P本, ,J本 に は,namsannavettae(sam一ゾj飴 使 役 ・不 定
詞)と な って お り,こ こ は代 名詞namの 一mが,韻 律 よ り省 略 され た と見 るべ きで
あ ろ う。
18.(1)P本jainam,A本jaitam,(2)P本anejjanabamdhita,A本anejjatam
ba・ndhita,(3)P本,A本tam,(4)P本,A本avaka・nkhinam,(5)P本nasan-
navittae,A本tamsannavettae;まず....aのjaiviyaが,P本,A本 で はjai
tam(nam)〔yaditam〕とな って い る。次 に同padaのlaviyaにつ いて,T3kaで
はlavayanti(ゾ颪 刈 る?)と 註 して お り,Curniでは何 も書 かれ て いな い 。 しか し
「刈 る」 で は意 味 が通 らな い。 と ころで,R.TurnerのAComparativel)ictionary
6ゾ診加 」%o.んッαηL砌gπ αg85のNo.11016にはlap(語 りか け る)の 使 役 活 用
がlaveiとな る と され,こ の こ とか ら,使 役 活 用 の過 去 分 詞 が1aviyaとな る可 能 性
が あ る。 こ こで は,こ のlap説 を採 用 し,「誘 惑 す る」 と訳 す こ とに した 。 第3に,
....bのnejjahinabamdhiumlこつ いて,bamdhiumは ゾbandhの不定 詞 で
あ り,そ の 前 に否 定 辞naが 来 る必 要 が な い。A本 で は,anejjata・nbamdhita(過
去分 詞)と な って お り,こ このnaも 代 名詞namが 韻 律 よ りnaと な って い る と解
した 。 第4に,....cのavakamkhae(ava4kahk§願 望 法)がP本,A本 で は
avakamkhinam(avakanksin目的格)と な って い る。 最 後 に,....dのnasam・
thavittaeは,前偈 と同 様naをnamの 韻律 上 の 省 略形 とす る。
19.(1)P本matipitithipatiyabhayaro,(2)P本pasahina,J本pasahine・A本
posahine,(3)P本paralogam,J本,A本logamparam,(4)P本jahahiutta-
marn,J本jahasiposane,A本jahasiposane;ま ず....bが,P本 で はmati
pitithipatsyabhayaro「母 や 父 や 女 や 主 人 や 兄 弟 」 と な っ て い る 。 次 に,padacの
posahinaに つ い て,posahi(pus命 令 形)は,P本,J本 で はpasahi(pas命
令 形)と な っ て い る 。 ま た 次 のnaは,J本,A本 でne(asman)と な っ て い る 。
Tikaで も,こ のnaをasmanと 註 して い る と こ ろ か ら,一 人 称 ・複 数 ・目 的 格 と
解 す る こ と に し た 。 第3に,..・.dの10gaparamに つ い て,P本 で はparalogam
と な っ て お り,J本,A本 もlogamと な っ て い る 。 このlogaはjahasiの 目 的 語 で
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あ り,logamとな るべ きで あ る。
考 え られ る。
しか し,こ こ も韻律 上 よ り,logaとな って い る と
21.(1)P本davi'evasamikkha,(2)P本panatavira,J本papayavira,A本panae
vire,(3)P本swam;まず....cのpanaeviramに つ いて,P本,J本 に は
panata(panaya)viraとな って お り,複 数 ・主 格 の 形 とな って い る。 ま たTikaも
pranatavirahと註 して い る。 と ころ で,こ の ・...c,dには主 動 詞 が な い。Curni
とTikaは,そ れ ぞ れpadyate(ゾpad赴く),anustheyah(anu一ゾstha義務 分 詞,
実 行 され るべ き)と い う動 詞 を お ぎな って い る。 しか し,padadの 内容 は,次 の偈
の 冒頭 のveyaliya-maggam「(業を)破 壊 す る道 」 に かか る もの と考 え られ るか ら,
動 詞 を お ぎな う必 要 が な い と思 わ れ る。 またveyaliya-maggamを目的格 とす る.:.・
(a4gam過去 分 詞)が 単数 で あ るた め,panaeviramも,上記 の よ うに考 えれ ば 単
数 で 良 い こ とにな る。A本 に はpanaevireとあ り,こ こで は,こ の 形 を訳 す こ とに
した 。 次 に ・.・.dのdhuva(dhruva)がP本で はswam(siva)とな って い る。
この よ うに ・ この 偈 のpadac,dは 意 味 的 に 次 偈 に続 くもの で あ る。
22.(1)S本nivvudo,(2)S本susamvudam,(3)J本carejjasi;まず ・.・.bの
samvudo(sam-yr過去分 詞)がS本 で はnivvudo(ni-ryr過去 分詞)と な って い
るが ・意 味 は同 じで あ る。 次 にpadadのsusamvudeがS本 で はsusamvudamと
な って い るが,こ れ は次 のcareの 目的 格 と考 えた もの で あ ろ う。 ま た このcareは
J本 で はcarejjasi(願望 法 ・二 人称 ・単 数)と な って い る。
ｧ2.
1・(1)P本jevidu,(2)P本,J本,A本aha'seyakari,(3)P本,」,A本,S本
annesi;まず,・...aのtayaはtayam齒(tvacam)とな る と こ ろが,韻 律 上taya
とな って い る。Pis・§350にこの個 所 が 引 用 され て い る。....dのahaseyakariが
P本 ・J本,A本 でaha'seyakariとあ り,Tikaに もasreyaskar3と註 釈 してお り,
seya一の前 にa一 が 省 略 されて い る もの と解 した。 ま た 同padaは ,韻 律 上 か らは
anesiの部 分 が 乱れ て い る。 つ ま り この 部分 は 一 一 が 要 求 され る個所 で あ るが,一
一 ～ とな って い る。 他 の4本 はannesi(一一9と な って い るが,こ れで も まだ
母 音 数 が1つ 多 い 。底 本の 脚 註 に はnesi(-9と い うvariantが示 され て い るが,
韻 律 上 か らは,こ の 形 が適 して い る。 そ こ で,語 頭 のa一 が省 略 され て い る と して,
'nesiとす るの が 良 い よ うに思 わ れ る
。
2・(1)P本・J本,A本,S本paribhavai,(2)P本ciram,(3)・A本iha,(4)底本
bhajjai,P本majjae;まず,..・.aのparibhavaiは,韻律上 か らは語 尾 の 一iが
長音 でな けれ ば な らな い 。 他 の4本 は,い ず れ もparibhavaiとな って い る。 次 に
padabのmahamがP本 で はciram(長く)と な って い るが,意 味 は同 じで あ る。
第3に ・....dのmajjaiは底 本 で はbhajjaiとな って いた が,Tika及 び他 の4
本 か らmajjaiと訂正 した。 またP本 はmajjae(mad願 望法)と な って い る。
3・(1)P本,A本ida,(2)P本,J本,A本,S本care;・.・.dのyareに つ いて,
他 の4本 で はcareと な って い るが,Ardha-Magadh3では語 頭 のcがyに な るこ と
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も あ る(ca→ya)ので,訂 正 しな か った 。
5.(1)P本,S本pharusehi,J本,A本pharusehim;まず,・...cのparusehim
は,韻 律 上 か らはparusehiであ る方 が良 い。p本,A本 に もpharusehi(=parusehi)
と い う形 が 示 さ れ て い る。次 に,....dのsamayammiに つ い て,Tikaで は
samyama(自制)と 註 釈 し,英 訳 で はindifference(samata,無関心)と して い る
が,こ の形 か ら見 れ ばsamaya(教え)が 自然 で あ る。Curni,独訳 も これを 支 持 し
て い る。
6.(1)P本panha-samatthe,(2)P本samita,(3)P本hu,(4)P本kuppe;ま ず,
P飆aaのpanna-samatte(prajna-samapta)がP本 で はpanha-samatthe(prasna-
samartha,「質 問(に 答 え る こ と)が で き る 」〕 と な っ て い る 。
7.(1)P本savvatthesusada,(2)P本vatumeanaile;padacのvasayaがP本 で
はvatume(padma,蓮?)と さ れ て い る 。 さ て,こ の11c,dはSN.VII.1.9.
17中 の 偈 と 同 じ思 想 を 持 っ て い る 。 ま た,.....,bがSn.811のpadaaと 対 応 す る 。
sabbatthamunianissito,(Sn.811padaa)
Bollee,p.VI参照 。
8.(1)P本uvehae,J本uvehiya;Ibのsamihiya(sam一 ゾik§)がP本 で は
uvehae,J本 で はuvehiya(と も にupa一 ゾ正9と な っ て い る 。
9.こ の 偈 のpadac,dがSn.805の....a,bに 対応 す る。
socantijana皿amayite,nahisantiniccapariggaha/(Sn.805,padaa,b)
人 々は我 執 した者 に憂 う。何 となれ ば,恒 常 な る所有 物 は存 在 しな い か ら。
Bollee,p.VI参照 。
また,....dのniyaが 通 常 はSktnija(自分 の)に 相 当す るが,こ こで はSn.
の 対 応 偈 やCurniに 従 ってnityaとした。
10.こ の 偈 の....c,dがSn.805の ・...c,dに 対 応 す る 。
vinabhavasantamev'idam,itidisvanagaramavase/J(Sn.805padac,d)
こ の(所 有 物)は,ま さ に 変 化 す る も の で あ る と見 て,在 家 に 住 す べ きで は な い 。
11.・...dのviumamtaに関 して,Tikaはvidvanと註釈 し,Curniはviu(vidvan)
ma・nta(matva)と註 釈 して い る。T3kaはmamtaの 説 明 を して いな い か らVIU-
marnta(vidmat)と考 え て い る の か,そ う で な いの か わ か らな い。Pis.§582に
manta(matva)の説 明 があ り,こ こで はviuが 韻 律 上viu(vidvan単数 ・主 格)
か ら変 化 した もの と考 え,mamtaをmatva(ゾman連 続 体)と 考 え た 。 次 に,
samthavam(samstava)につ い て,Tikaはparicaya(親愛)と 解 釈 して い る 。 これ
は,先 述 の1.2.1.6の用 例か ら この よ うに解 釈 した もの で あ ろ う。 しか し,こ こで
はstava(讃辞)の 意 味 の方 が 文 脈 に合致 して い る と思 わ れ る。
12.(1)P本care;ま ず....aのcareと....bのegeに つ い て,底 本 は()内 に
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別 の 形 を示 して い るが,こ れ は韻律 上 の 配 慮 と思 われ る。 ま た,padacのuvahana・
(upadhana)はtapasと註 され て い るが,こ の説 に従 う とtapasがsamvaraの機
能 を持 って い る とい うこ とが 明示 され て い る こ と にな る。
13.(1)P本yava'vamgune,(2)P本,」vayim,A本vaim,(3)P本samucchati;
P浸daaのpiheにつ いて,こ の語 形 につ いて は註 釈 に は示 され て お らず,た だCurni
にpihitam〔api(pi)イ贏 過 去 分 詞〕 と され て い る だ け で あ る。英 ・独 訳 も 「閉
め る」 こ とを意 味 す る訳 を与 え て い る。 しか しapiイ碾 のArdha-Magadh3形の
願 望 法 はpihe(Pis.§500)であ って,p3heで は な い。 韻 律 上 か らもpiheよ り も
piheの方 が適 当 で あ るの に,あ え て 韻 律 を無 視 してpi一 と長音 に した 理 由 が わ か ら
な い。 異 本 も全 てpiheと な って い る。 したが って,piheと な った 理 由 は理 解 で き
な か った が,文 脈 上 の意 味 に よ ってapi4瀛 の 願望 法piheの意 味 に解 した。 また,
この 偈 か ら第16偈まで は,住 む 者 の な い家 で の種 々の危 難 に つ いて 述 べ られ て い る個
所 で あ るが,..・.cの 内容 は この一 連 の 内容 に一 致 しな い 。伝 承 の 乱 れ が あ ったの
で はな いか と考 え られ る。
14.・...bの'hiyasaeにつ いて,Tikaはadhi一ゾ贏(耐 え る)と 解 釈 して い るが,
これ は意 昧 的 に註釈 して い るに す ぎな い。Pis.§499にはAyarangaI.8・2・15の
ahiyasaeをadhi一ゾ颪(居 住 す る)のArdha-Magadh3形と して い る。 しか し,
Schubringの語彙 表P.99で はadhi-vas(耐え る)と して い る。 ここで はSchu-
bringの説 に従 って,adhi-vasの願 望 法 と考 え た 。
15.(1)P本viseviya,(2)P本,J本,A本harise;まず,....bの'hiyasiyaにっ
いて,こ れ は前 偈 と同 様 にadhi-vasと考 え,そ の使 役 ・願望 法 と した 。 ま たP本
で はVIseviya(ゾ藷,享 受 す る)と な って い る。 次 にpadacのhariseはharise
U扇 願 望 法)が 正 しい形 で あ るが,韻 律 よ りhariseとな った も ので あ る。P本,
J本,A本 に はhariseとあ る。
16.(1)P本java'bhikamkha,J本ava'bhikaエnkhe;この偈 もpadaa,bの 内容 と
・...c,dの内 容 が一 致 しな い 。 伝 承 の乱 れ が考 え られ る。 またpadaaのabhi-
kamkhejja(abhi4kahk§)がP本で はjava'bhikamkha,J本で はava'bhikamkhe
(yavatabhi一ゾkahk§)とな って い る。.
17.この偈 はSn.810と 対 応 す る。
patil3nacarassabhikkhuno,bhajamanassavivittamanasam/
samaggiyamahutassatam,yoattanambhavanenadassaye〃(Sn.810)
隠 遁 して 行 じる比丘 で あ り,(人 里)離 れ た坐 処 に親近 し,俗 世 間 に 自己を 現 わ す
こ とが な い彼 は,か の涅 槃 にあ る者 で あ る と,(人 々は)言 う。
この よ うに,..・.aが 異 な る こ と以 外 は ほ とん ど共 通 して い る。 さて,ま ず....
bに つ いて,Suy.で はasanam(住処)と あ る のが,Sn.で はanasam(意味 不 明)
とな って い る。PTSの 版 本 は脚 註 にMS・ の異 読 を掲 げて い るが,asanamと な っ
て い るの はNiddesaのPTS版 の み と して い る。 しか し,意 味不 明の 語 よ りも,形
容詞vivittam(V1一ゾ薦,離 れ た)と の対 応 か ら もasanarnとす る方 が,よ り適 切 で
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はな か ろ うか。 しか も,Jaina側の パ ラ レル偈 で あ るSuy.にasana・nと伝 え られ て
い る こ とか らも,こ の 考 え は首 肯 され よ う。 そ うす る と,少 な く と も この 部 分 に 関 し
て はsUy.の 伝 承 の方 が適 切,乃 至 は原 伝 承 を 忠 実 に伝 え て い る こ とにな る。 次 に,
..・.dで,Suy.で はbhae(bhaya,恐れ)と あ る個所 が,Sn.で はbhavane(迷
いの 世 界)と な って い る。 こ の両 語 に は,い ず れ のTextに も異 読 は確 認 され ず,原
伝 承 を確定 す る こ とは で きな か った 。
Bollee,P.VI参照 。
18.(1)A本,S本 一thiyassa;まず,padabのdhamma-tthiyassaの部 分 は1matra
多 くな って い る。 韻 律 か ら考 え る と 一thiyassaの方 が良 い。A本,S本 には 一thiyassa
とあ る。 次 に....cのsamsaggiにつ い てTikaで はsamsargahとい う主格 と
して 解 して い るが,独 訳p.134の 脚 註 で はsamsaggeとい う依 格 と して い る。 ここ
で も,こ の 説 に従 いsamsaggeの一eが韻 律上 ・iにな って い る と解 した 。 また,次
のasahu-r-aihimにつ い て,Curni,Tikaの両 方 と もがasahu-raihim(raja)とし
て い る。 しか し,先 の 独 訳 の脚 註 にasahu-r-aihimとい う形(つ ま り,-r一をsandhi-
consonantと考 え る)が あ り,こ れ を採 用 した 。 ま た....dのtahagaya(tatha-
gata)は仏 教 で い う 「如 来」 の意 味 で は用 い られ て い な い。
19.(1)P本一karassa,(2)P本dhuvam,(3)P本samfate;ここで のP本 のvariantは意
味 の 上 か らは,ほ ぼ同 じ内容 を示 して い る。 また韻 律 か ら見 て も,同 じで あ る。
20.(1)P本,J本,A本 一avasakkino,(2)P本tam,jam,(3)P本bhakkhati;まず,
padabのavasappino(avasarpin)がP本,J本,A本で は,ava-sakkino(ava・
svaskin,やめ る)と な って い る。 ま た,padadのbhumjati(ゾbhuj)がP本で は
bhakkhati(ゾbhak§,食べ る)と な って い る。 ま た第18偈と この偈 に お いて,熱 湯
(usinSdaga)と冷 水(siodaga)につ い て の言 及 が な され て い るが,Jainaでは 虫 な
ど が 混 じって い るか も しれ な い冷 水 の使 用 は禁 じられ て お り,他 の 人 が作 った 熱湯 を
用 い ね ば な らな い 。 また,・...dの 内 容 は,他 人 に招 かれ て 食 事 を しな い とい う
Jaina思想 の萠 芽 と も考 え られ る。
21.....aのsamkhayamにつ いて,Tikaはsamskarttum(sam-s4琢不 定 詞)と
解 して,「つ な ぎ合 わせ る こ と」 と意 味 付 け て い る。 英訳 も この 説 に 従 って,prolong
(延長 す る)と い う訳 を与 え て い る。 しか し,sam-s4耳か らこの 意 味 を 引 き出 す に
は多 少無 理 が あ る。 ここで はsamskrtaとい う形 で と らえ て 「浄 化 され た →清 浄」 と
い う 意味 を 採 用 した。 他 方,na-y-asamkhaya(a-samksaya)「尽 き ない こ とはな い」
とい う形 と考 え る こ とも で き る。 この場 合,・y一をsandhi-consonantと考 え る。
23.イン ドの サ イ コ ロ睹 博 で は,kada(krta,4)が最 も良 く,kali(1)が最 も悪 い。
26.(1)P本karamti;....dのdhammao(dharma-tas)が 音置律 上dhammaoに な っ
て い る 。
28.(1)P本,J本,A本kaya-kirieyana;まず,....aは 韻 律 の 上か らは乱 れ て い
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る。 つ ま り1matra多 くな って い る。 異 本 も同 様 で あ る。 次 に....dのkaya・
kirieとnaの間 に,P本,J本,A本 に はyaが 入 って い る 。韻 律 か ら もyaが 入
った方 が良 い。
29.(1)P本dhamme;padaa,bのchannam(ゾchad過 去分 詞),pasamsa(pra-
samsa),ukkosa(utkroｧa),pagasa(prakasa)につ いて,Curni,Tikaの両 註 釈 は
channam→maya,pasamsa→lobha,ukkosa→mana,..:..→krodhaと註 釈 して い
る。 しか しこの4つ の語 に は,こ れ ら4つ の 煩悩 の意 味 は存 しな い。 そ こで,こ れ ら
の 語 の 意 味 に従 って訳 す と以 下 の如 くな る。 「(真の)バ ラモ ン は,隠 れ て呪 って はい
けな い 。 ま た,公 然 と 自慢 して も いけ な い」 この 中 で,prasamsaには 「呪 う」 と い
う意 味 は な いが,samsaには その 意 味 が あ り,文 脈 上 この 意味 を採 用 した 。 さて,こ
の 意 味 が ど うして4煩 悩 の意 味 に註 釈 され て い るの か につ いて は解 明 で きな か っ たが,
後 代 の解 釈 に何 らか の意 図が あ った こと は確 か で あ る。 また,padadは 韻 律 の上 か
らは1mamma多 くな って い る。 さ らにCurniの 註 釈 に よ る と,....c,dの 訳 は
「(業を)振 り払 う こ とを よ く実 践 し た 謙 虚 な 人 は,(煩 悩)を 正 し く捨 て て い ると い
われ る」 とな る。
30.P詛aaのsahieは1.2.1.13と同様,ゾsadhの 過 去 分詞 と解 した 。
31.(1)P本ma'nussutam,(2)P本'vitadha・n,(3)P本adhitthitam,A本anutthi-
ya・n,(4)P本samaigampadam;padabのta・ntaha(tatha)が,P本 で は
'vitadham('vitatha)とな
っ て い る 。
ｧ3.
2.(1)P本,」本,S本samtinnehi,(2)P本,J本,A本addakkhu;まず,....b
は韻 律 の 上 か らは1matra多 くな って い る。 他 の4本 はsamtinnehiとな って お り,
韻 律 の上 か らは この方 が 良 い。 また,-11dは2matra少 な い。P本,J本,A
本 で はaddakkhuとな って お り,韻 律 の上 か らは この方 が 良 い 。
3.(1)P本,A本vaniehi,(2)P本aniyam,(3)P本paramanimahavvatani,akk・
hatanisarai-bhoyanani;まず,....aは 韻 律 上 か らは1matra多 い 。p本,A
本 のvaniehiの方 が 韻律 的 に は良 い 。 ま た,同....のahiyam(aイdha,過 去分
詞)がP本 で はaniyam(a4颪 過 去 分詞,将 来 され た)と な っ て い る。 また,
padac,dで,P本 がす べ て 中性 名 詞 を と るの は,bhojanaと,時折mahavvayaも
中 性 だか らで あ ろ う。
4.(1)P本,J本kamesu,(2)P本kimanena;まず,padabは 韻 律 的 に相 当 乱れ
て い る。4matra多 くな って お り,P本,J本 で も3matra多 くな って い る。 ま た,
padacのkivanena(krpana)がP本で はkimanenaと な って お り,こ れ に従 っ
て訳 す と 「こん な こ と は ど う とい うこ とは な い,と 同 じよ うに傲 慢 で あ る」 とな る。
5.(1)P本Jenatassatahimappathamata,acayamtokhaluse'vasidati;padac,d
がP本 で は大 い に異 な って い る。 そ れ を訳 す と 「そ して,そ の こ と によ って,そ の
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(牛は)力がなくなり,力が弱 くなって倒れる」となる。意味的にはそれほど異なっ
ていないようであるが,底本とP本には伝承の相違があるようである。
6.(1)P本,A本kamesana,(2)P本payahami;....aのkam'esanamがP本で
はkamesanaとい う複 数 ・目的格 の形 にな って い る。 ま た,・...bのpayahejja
(pra4砺)がP本で はpayahamiとい う1人 称 ・単 数 ・現 在 形 の形 とな って い る。
7.(1)P本tave,(2)P本anusase,(3)P本paritappati;ま ず,....aのbhaveが
P本 でtave(tap願 望 法)と な っ て い る 。 ま た,padabのanusasa(anuイ 薦
命 令 形)がP本 で はanusase(願 望 法)と な って い る 。 ま た,padadのparidevati
(pari一ゾ贏)がP本 で はparitappati(pari-tap)とな っ て い る 。
8.(1)底 本tarunaeva(neva)sa-sayassa,P本tarunagovasasayassa,J本tarunae
vasasayau,A本tarunaevavasasayassa,S本tarunevasasayassa,(2)P本
tiuttati;....bのtarunevasavasa-sayassaカS底本 で はtarunaeva(neva)sa-
sayassaとな っ て い る 。 こ れ はtarunaevasa-sayassaとtarunevasa-sayassaの2
つ の 読 み を 示 した も の で あ る が,前 者 のevasa一はevaとvasaの 両 方 の 言 葉 を 合 わ
せ 持 っ て 用 い られ て い る と思 わ れ る 。 次 に,tuttatiがP本 で はtiuttati('ti一ゾ面)と
な っ て い る 。 こ れ は1.2.1.6で 考 察 し たSchubringのtuttatiの 解 釈(ati4▽ 葬)
を 傍 証 す る異 読 と な る も の で あ る 。
9.(1)P本 一kalam,(2)P本asuriyam;....bの()内は 底本 が 韻 律 上 ふ さわ しい
形 を 入 れ て い る もの で あ る。padacは 韻 律 の 上 か らは1matra少 な い 。P本 の
asuriyamが韻 律 上 は適 して い る。
10.(1)P本,J本karitam;....cのkariyam(kr義 務 分 詞)がP本,J本 で
karitam(kr使役 ・過 去 分 詞)と な って い る。 また,padac,dの 内容 は刹那 主 義
論 の 説 と思 われ る。
11.(1)P本,J本addakkhu,(2)P本saddahasuaddakkhu-,J本saddahasuadda-
kkhu-,A本saddahasuadakkhu-,(3)P本,S本mohaniena;まず,....aは
韻 律 上1matra少 な い。P本,J本 で はaddakkhuとな って お り,こ の 方 が韻 律 上
適 合 して い る。 また,齟....bも()内 の語 を 除 くと2matra少 な い。 そ こで 底
本 は(tam)を補 って 韻 律 を合 わせ て い る。異 本 中,P本 のsaddahasuaddakkhu・が
韻 律 上 適合 して い る。 次 に,....dも 韻 律 上1matra多 くな って い るが,P本,
S本 のmohanienaは韻律 の上 か らは適 合 して い る。 ま た,こ のmohanijja…kam・
munaと は,Jainaの8つ の業 の 種 類 の 中 のmohaniya-karmanのこ とで あ る。
12.(1)P本'dhipasiya,ayatulepanehibhavejjasi;...,cの途 中 か らdに か けて,
P本 は 多少 異 な って い る。 しか し,意 味 的 に は 「生 物 に対 して,汝 は 自 ら と同 じは ず
で あ る と見 るべ きで あ る」 と,ほ ぼ同 じ内 容 を示 して い る。
13.(1)P本,A本,S本panehi,(2)J本salogatam;...,bは 韻 律 の 上 か ら は1
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matra多くなっている。P本,A本,S本 のpanehiとすれば,韻律上適合する。
また,こ の偈は在家信者に対する教説であると考えられるが,こ の第2章 において,
在家信者に対する言及がなされているのはここのみであり,その他はほとんどが出家
者に対するものである。
14.(1)P本,J本kareh',(2)J本'vaniya-;padabのkarejj'(飯「 願 望 法)がP
本,J本 で は,kareh'(ゾ葺「 命 令 法)と な って い る。 ま た,・...cのviniya(vi一
ゾ蘇 過去 分 詞)がJ本 で は'vaniya-('pa一ゾ颪 過 去分 詞,除 く)と な って い る。
15.....dのparamayata-tthiteにつ いて,Curni,Tikaとも最 後 のtthiteをarthika
(求め る)と 解 釈 して い るが,語 形 か ら考 え る と ゾsthaの過 去 分 詞sthitaとす る方
が 適 当 で あ ると考 え た 。
i6.(1)P本,J本natayo,balajano。
17.(1)P本v6vakkamite,J本,A本v6vakkamie;padabのukkamite(utイkram
過 去分 詞)がP本,J本,A本 で はuvakkamite(-ie)(upa一ゾkram過去 分 詞,近 づ く)
とな って い る。 ま た,...dのvidumamtaは1.2.2.11と 同 様vidvanmatva
と考 え た 。
18.(1)P本vadhi-;padadのjai(jati)がP本 で はvadhi-(vyadhi,病 気)と な っ
て い る 。
19.(1)P本'hipassiya。
20.(1)P本,J本,A本bhavimsu;....bのbhavamtiがP本,J本,A本 で は
bhavimsu(Aorist)とな って い る 。
21.padaaのtivihena(trividha)につ い て,註 釈 で は3種 の もの を2種 類 説 明 して い
る。 一 方 は 「身 ・口 ・意 」 の こ とで あ り,他 方 は 「自 らな す こ と,他 人 に させ る こ と,
他 人 が す る こと に同 意 す る こと」 で あ る とす る。
22.この 個 所 は韻 文 の よ うに思 え るが,英 訳 ・独 訳 と も散 文 と して い る。 そ して,最 後 の
bemiは註 釈 に よ る とSudharmaSvaminが語 った と され る。
(文学研究科博士後期調程 ・仏教学専攻)
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